
2006-2007年度 

鈴鹿西ロータリークラブのクラブ リーダーシッププラン 
 

１．クラブが抱えていた問題点 (2003-2005) 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 実施に当たり (2005.1～6)           ３． 組織は (2005.7) 

                                            

クラブ内の問題点 

 

◇ 会員の減少 

◇ 活動低迷の恐れ 

◇ 活性化集団にしたい

という希望大 

◇ 指導者の育成不足 

◇ 組織・仕組み上の問

題点の解消策を 

しかし、現状では 

 

◇ 年度毎にｸﾗﾌﾞ執行部に

よる問題可決策への 

試みはあるが、抜本的 

解決策がない 

◇ 創立 20 周年事業は、 

横断的実行委員会 

組織で成功裡に終了 

クラブ環境の変化 

 

◇ RI 理事会で CLP 採

択議決と、ｸﾗﾌﾞ推奨

細則の公示 

◇ ｳﾞｧﾝｸｰﾊﾞｰ・ｻﾝﾗｲｽﾞ

RC 成功事例発表 

◇ ｼｶｺﾞ国際大会の 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催参加

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．2年目計画 (2006.6)   

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CLP の採択と 

実施 

    (2005.05.)

) 

 

◇ 規模に見合う機能別 

 委員会の編成 

◇ 常任委員会と奉仕ﾌﾟﾛｼﾞ

ｪｸﾄに全員が所属する 

◇ 3 期に亘る委員会所属

で専門性を高める 

◇ ｸﾗﾌﾞﾘｰﾀﾞｰを養成し、

 

◇ 向後3期の会長･幹事に

よる CLP 委員会設置 

◇ 3 期のﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝ 

◇ 長期計画と当該年度執

行部門の意向を尊重 

◇ 単年度制の良さを保持

する(独自性) 

◇ 会計制度の 2分化 

◇ 試行錯誤、朝礼暮改を

憚らず、3 期で構築する 

クラブ活動計画 

クラブ会長方針 

RI/地区方針 

 

 

長期計画数値目標策定 

年度活動計画編成 

          (2005.06
              

                

５．1期目のレビユー 

（CLP 委員会 2006.7） 

 

◇ クラブ決算 

◇ クラブ実績 

◇ 問題点と対応策検討 

地区へ派遣する 

◇ 地区組織との整合性を

図る 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．2006-07年度    (CLP 委員会  

  長期計画           2006.8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．2006-07年度活動を補填する施策 (CLP 委員

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ＣＬＰ委員会の月例開催と理事会への提議 

◇ 委員会・プロジェクトの進捗把握のクラブ協議会と 

委員会の定例開催 

◇ アンケートによる会員ニ－ズと提案の把握 (2006.8

◇ 例会で一口情報としてＣＬＰ・ロータリー情報の提供

◇ 会員育成のＩＤＭ月例開催 

◇ クラブ運営マニュアル改訂 (2006.9) 

 

楽しいクラブづくり 

2006-2007 長期計画 

             (別掲) 

構想 

CLP でめざすもの 

鈴鹿西ＲＣがめざす奉仕活動

ＣＬＰ構築のマイルストン 

 

数値目標 

会長方針 

 

◇ もっと、お互いを知り合おう 

◇ 純増１名の達成 

◇ グリーン プロジェクトの実施 

◇ 出席率を上げよう 

◇ ロータリーライフが好きになるものを 

みつけよう 

 

クラブの活性化 
 

 

 

 

クラブ実績 

◇ 意義ある業績賞、ＲＩ会長賞受賞、 

ＲＩ広報賞受賞 

◇ ポ－ハリスフェロー クラブ 

◇ ボトム会員数より+5 名増強 

◇ 地域社会奉仕分野： ５プロジェクト 

◇ 国際奉仕分野： ２プロジェクト 

 

クラブ決算 

◇ 奉仕活動分野： 4,186,867 円 

◇ 総活動費に対する比率： 25.5% 

 

残されている問題点 

◇ クラブ体質的な長期構想が不十分 

◇ 委員会・奉仕プロジェクトの目標値

設定が不明確で評価が不十分 

◇ やる気のある会員の不満・提案吸収

する手立てが不足している 

◇ ロータリー情報学習が不足 

◇ 指導者養成プログラムが不明確 

◇ 理事会付議内容の検討が必要 
会 2006.8） 

4 半期ア

クラブ

◇ 委員会・奉

のフォロー

◇ 予算執行

◇ 計画の補正

) 

 

効果的なクラブ

Effective C
 

ウトルック 

協議会 

 

仕プロジェクト

 

フォロー 

 

づくりへ 

lub 


